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新
福
島
変
電
所
で
崩
れ
落
ち
た
電
気
設
備
＝
３
月
Ｈ
日

（東
京
電
力
提
供
）

震
災
直
後
に
、
福
島
第
１
原
発
１
号
機
の
状
況
を
詳
し
く
記
載

し
た
中
央
制
御
室
内
の
ホ
ワ
イ
ト
ポ
ー
ド

（東
京
電
力
提
供
）
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か
と
い
う
疑
い
が
浮
上
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

‐６
日
の
公
開
資
料
に
は
、
計

器
類
で
自
動
的
に
記
録
さ
れ
た

原
子
炉
の
水
位
や
圧
力
、
温
度
い

地
震
観
測
記
録
な
ど
の
デ
ー
タ

の
ほ
か
、
当
時
立
て
続
け
に
発

生
し
た
事
柄
を
、
現
場
の
職
員

が
時
系
列
で
記
入
し
た
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
な
ど
、
緊
迫
し
た
状

況
を
伝
え
る
写
真
も
含
ま
れ

る
。作
業
員
の
日
誌
や
証
言
を
基

に
整
理
し
た
原
子
炉

へ
の
注
水

状
況
や
、
放
射
性
物
質
を
含
む

蒸
気
を
意
図
的
に
外
部
に
放
出

す
る
「
ベ
ン
ト
」
、
安
全
弁
の
操

倒
壊
し
た
鉄
塔
＝
３
月
１８
日

（東
京
電
力
提
供
）

ツ
は
早
々
と
脱
原
発

へ
政

イ
ン
ド
や
台
湾
で
は
反
原

策
転
換
し
て
し
ま

っ
た
。
　

発

の
デ

モ
が
起

き
て

い 一
東
京
電
力
は
１６
日
、
福
島
第

．

１
原
発
で
撮
影
し
た
東
日
本
大

震
災
発
生
直
後
の
中
央
制
御
室

の
様
子
や
、
電
気
設
備
の
被
害

状
況
な
ど
の
写
真
を
公
開
し

た
。同
原
発
１
号
機
の
中
央
制
御

室
で
は
、
発
生
し
た
事
柄
を
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
時
系
列
で
記

入
。

「
入
域
禁
止
　
社
長
指

一変

、

「１
号
　
水
位
あ
て
に

な
ら
な
い
」
な
ど
の
書
き
込
み

が
、
事
故
発
生
当
時
の
現
場
の

緊
迫
し
た
様
子
を
伝
え
る
。

第
１
原
発
の
南
西
約
１０
計
に

あ
る
新
福
島
変
電
所
で
は
地
面

が
陥
没
し
、
変
圧
器
な
ど
が
壊

れ
た
り
、
電
気
設
備
周
辺
に
破

る
。
ト
ル
コ
は
、
日
本
と

交
渉
中
の
原
発
計
画
を
延

期
し
た
。
世
界
最
大
の
原

発
国
家
ア
メ
リ
カ
で
も
、

Ｎ
Ｒ
Ｇ
エ
ナ
ジ
ー
が
東
芝

お
よ
び
東
京
電
力
と
共
同

推
進
す
る
予
定
の
原
発
増

設
計
画
は
頓
挫
し
た
。

原
子
力
は
、
間
違
い
な

く
、
再
び
冬
の
時
代
に
突

入
し
た
の
で
あ
る
。

筆
者

は
腹

を
く

く

っ

た
。
も
は
や
、
原
子
核
工

学
に
関
わ

っ
た
も
の
は
、

こ
の
現
実
か
ら
逃
れ
る
こ

と
は
で
き
な

い
。
な
ら

ば
、
修
士
課
程
の
学
生
た

ち
に
日
本
の
未
来
を
考
え

て
も
ら
お
う
、
彼
ら
に
日

本
の
未
来
を
託
そ
う
、
そ

う
い
う
思
惑
か
ら
、
次
の

よ
う
な
レ
ポ
ー
ト
課
題
を

出
し
た
。

「①
３

・
Ｈ
以
降
、
ど

ヽ
日
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傘
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事
故
収
束
の
見
通
し
見
え
ず

原
発
再
び
冬
の
時
代
に

４
月
末
、
母
校
で
あ
る

京
大
原
子
核
工
学
科
の
修

士
課
程
に
て
、

「
Ｌ
Ｓ
Ｉ

に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
と
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ー

日
本
の
未
来
，
と
京
大
生
へ

の
期
待
―
」
と
い
う
請
義

を
行

っ
た
。
こ
の
講
義
は

昨
年
末
に
依
頼
さ
れ
、
今

年
２
月
に
題
目
を
提
出
し

た
。
当
初
、
講
義
内
容
と

し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
た
。

ま
ず
、
日
本
半
導
体
産

業
の
栄
枯
盛
衰
と
最
先
端

半
導
体
技
術
を
解
説

す

る
。
次
に
、
２‐
世
紀
に
入

り
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
な
ど
新
興

諸
国
が
急
成
長
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
が
急
拡
大
し
て

い
る
こ
と
、

一
方
で
地
球

温
暖
化
が
深
刻
化
し
て
お

り
地
球
的
規
模
で
省
資
源

や
Ｃ
０２
削
減
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明

す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
、
石
炭

・

石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
に

代
わ

っ
て
原
子
力
が
脚
光

を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
、

「チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原

発
事
故
か
ら
２５
年
、
や

っ

と
原
子
力
の
冬
の
時
代
は

終
わ

っ
た
。
原
子
核
工
学

科
の
学
生
諸
君
、
と
う
と

う
、
君
た
ち
の
時
代
が
来

た
！
」
と
結
ぶ
つ
も
り
で

あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
福
島
第
１

原
発
で
大
事
故
が
起
き
て

し
ま

っ
た
。
危
険
度
は
、

チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故

と
並
ぶ
最
悪
の
レ
ベ
ル
７

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
東

京
電
力
が
工
程
表
を
発
表

し
た
も
の
の
、
収
東
す
る

見
通
し
は
全
く
立
っ
て
お

ら
ず
、
現
在
も
事
故
は
進

行
中
で
あ
る
。

そ
の
最
中
の
講
義
で
あ

る
。
こ
の
原
発
事
故
は
筆

者
に
と
っ
て
全
く
の

「想

定
外
」
の
出
来
事
で
あ

る
。　
一
体
、
原
子
核
工
学

科

の
学
生

に
ど
う
話
を
し

た
ら
よ

い
だ
ろ
う
か
？

筆
者
は
頭
を
抱
え
て
し
ま

っ
一に
。
日
本
各
地
で
原
発
反
対

運
動
が
起
き
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
震
災
前
に
定
期

点
検
中
だ

っ
た
１６
基
は
運

転
再
開
の
め
ど
は
立

っ
て

い
な
い
。
原
発
は
１３
カ
月

に
１
回
定
期
点
検
を
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
い

っ

た
ん
停
止
し
た
ら
、
福
島

原
発
の
事
故
を
考
慮
し
た

地
震
と
津
波
対
策
を
行
わ

な
い
限
り
運
転
再
開
は
で

き
な

い
。
も
し
か
し
た

ら
、
１
年
後
、
日
本
の
原

発
５４
基
金
て
が
停
止
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
新
設
が
計
画
さ

れ
て
い
た
１４
基
の
建
設
は

絶
望
的
で
あ
る
。

日
本
だ
け
で
は
な
い
。

世
界
中
で
反
原
発
の
動
き

が
広
が

っ
て
い
る
。
ド
イ

京大原子核工学科の看板

儀
辮

電
気
設
備
の
被
害
写
真

片
が
飛
び
散

っ
た
り
し
た
。
ま

た
、
原
発
敷
地
内
の
斜
面
で
は

土
砂
崩
れ
が
発
生
。
こ
の
影
響

で
、
変
電
所
か
ら
同
原
発
に
送

性
的
暴
行
一

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
高
級
ホ
テ

ル
で
女
性
従
業
員
に
性
的
暴
行

を
加
え
た
疑
い
で
逮
捕
、
訴
追

さ
れ
た
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
の
専
務
理
事
、
ド
ミ
ニ
ク

の
よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
が
起
き
た
か
、
ま
た

は
起
き
そ
う
か
？
②
日
本

の
未
来
は
ど
う
な
る
と
予

想
さ
れ
る
か
？
③
京
大
の

原
子
核
工
学
生
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

つ
も
り
か
？
」

最
後
に
、

「電
力
会
社

に
就
職
し
よ
う
と
思
う
人

は
い
る
か
？
」
と
問
い
て

み
た
。
東
電
が
袋
だ
た
き

に
あ

っ
て
い
る
現
在
、

一

人
も
い
な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
た
の
だ
が
、
３０
人
中
３

人
が
手
を
挙
げ
た
―
　
な

か
な
か
ど
う
し
て
、
今
ど

き
の
京
大
生
も
や
る
じ
ゃ

な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
若

者
が
い
る
限
り
、
日
本
は

き

っ
と
再
生
で
き
る
だ
ろ

う
と
思

っ
た
。

（半
導
体

技
術
者

。
社
会
科
学
者
）
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